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　「人がこの世に生まれてく
る確率」をご存じでしょうか。
　はるか昔にも同じことを
考えた方がおられ、お釈迦さ
まに「人がこの世に生まれて

くる確率は、どれぐらいなのでしょうか」
とお尋ねをされました。
　お釈迦さまは「大海に投じたマチ針を、
再び拾ってくるがごとし」あるいは「高
い山の頂から糸を垂らし、ふもとに置い
た縫い針の頭に糸を通すがごとし」とお
答えになりました。両方とも、まず不可
能なことですし、実現できれば奇跡的な

ことですよね。
　お釈迦さまは「人が命を授かってこの
世に生まれてくるのは奇跡的な確率」で
あることを教えようとされたのです。
　人が命を授かるには「お父さんとお母
さんの存在」が欠かせません。
　お釈迦さまのお話から引いてまいりま
すと『お父さんが生まれてきたこと。お
母さんが生まれてきたこと。お父さん、
お母さんが同じ時代に生まれたこと。２
人が出会ったこと。』４つの奇跡が重なっ
たことで、自分自身が今ここに存在して
います。
　「いのち」とは、いくつもの奇跡が重
なって生まれた「奇跡の賜物」であり、

ひいては人の存在そのものを「奇跡の賜
物」と申しても過言ではありません。
　巷では、毎日のように他人の心身を安
易に傷つけたり、殺害したりする事件が
報じられております。これは「人を大切
にしなければならない理由」が、はっき
り分からないことに他なりません。
　先に述べましたように「人がこの世に
生まれてくる確率。ひとりの人間とし
て、いのちを授かる確率」を心に刻むこ
とができれば「人を大切にしなければな
らない」と思えるのではないでしょうか。
　「あなたも、わたしも奇跡の賜物」
　すべての人が、そう思える日が来るこ
とを願っています。　　　　　　　（重）
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 １ 広報誌夏号第393号発行
  養成講座12
 ２ プロアクティブミーティング
 ６ 第57回シネマサロン
  なら被害者支援ネットワーク総会・特別講演
 ７ 広報委員会
 ８ 日本いのちの電話連盟事務局長研修会（web研修）
  運営委員会
  養成講座13
 11 イオン黄色いレシート店頭活動参加
 15 養成講座14
 17 相談員９年任用研修
 20 ブラッシュアップ研修１
 22 養成講座15
  相談員委員会
 23 相談員サポーター研修
  自死遺族支援よりそいの会あかりつどい
 26 ブラッシュアップ研修２
 29 第47期養成講座受講生前期グループ面接
 30 第46期インターン研修

 ５ 養成講座16（体験学習）
 11 イオン黄色いレシート店頭活動参加
 12 運営委員会（書面開催）
 19 相談員委員会
 23 ブラッシュアップ研修２
 24 自死遺族支援検討会・シェアリング
 26 養成講座17
 27 第46期インターン座談会・報告会２
 31 ブラッシュアップ研修１

 ３ 養成講座８
 ８ すこやか自主研修会
  子育て支援委員会
 10 運営委員会
  友の会会計監査
  養成講座９
  第46期インターン研修３
 11 相談員６年任用研修
 14 なら犯罪被害者支援センター総会・理事会
 17 養成講座10
 18 評議員会
  理事会
  会員定期総会・記念講演会
  友の会総会
  事務ボランティア交代式
 21 自死遺族支援検討会・シェアリング
 22 ブラッシュアップ研修１
 24 日本いのちの電話連盟定期総会（東京）
  相談員委員会
  養成講座11
 25 相談員３年任用研修
  財務委員会
 26 友の会役員会
 28 ブラッシュアップ研修２
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広報誌のバックナンバーはこちらからご覧になれます。
http://www.nara-inochi.jp/m3_4.html

いのちの電話インターネット相談
https://www.inochinodenwa.org

毎日 10：00～22：00
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特 集「孤独・孤立」の相談から
　～いのちの電話の役割を考える～

6月 7月 8月

発　行　令和５年10月 1 日
創　刊　昭和54年10月20日

発行人　森　岡　正　宏
編　集　協会広報委員会
印　刷　共同精版印刷㈱

　今年の夏は気象庁が1898年に統計を
取り始めてからこの125年間で最も暑い
夏だったそうです。そして命に危険を及
ぼすほどの大雨が相次ぎ、各地で大きな
被害が発生しています。留まることのな
い地球温暖化の脅威を更に強く感じてい
ます。
　「特集」は、いのちの電話に寄せられ
る相談の中で「孤独・孤立」の相談が増

えていることに焦点を当て、どんな人も
安心して生きられるように支えていくた
めに、いのちの電話の役割について考え
る機会をもちました。「つなぐ」は、帝
塚山大学の奥村由美子学長にご寄稿いた
だきました。そして、ならりんには今年
発足したサークル活動についてレポート
してもらいました。楽しく、長く相談員
を続けられますように。　　　　　（安）

編 集 後 記

　11月27日（月）飛鳥カンツリークラブにて
開催します。奮ってご参加ください。

第21回チャリティゴルフ

ご案内ご案内ご案内

「おかあさんの木」
監督　磯村　一路　　原作　大川　悦生

出演　鈴木　京香　三浦　貴大
日　時　10月23日（月）13：30～
会　場　NID会館３F
参加費　500円（茶菓子代含む）

第58回　友の会シネマサロン

開催日　11月29日（水）11：30　開場　
　　　　12：00～　昼食・懇親
　　　　13：00　開演　　14：30　終演
場　所　NID会館３Ｆ
ゲスト　「腹話術」加納京子さん
　　　　「新体操とみんなで歌を
　　　　　　　歌いましょう」有永美知子さん
参加費　2,500円（昼食代含）
申込先　協会事務局（TEL 0742-35-0500）
締　切　11月20日（月）

秋の研修・交流会

おしらせおしらせおしらせ

５月～７月
５月～７月
５月～７月

S54年11月1日～R５年７月31日受信総件数
相 談 件 数
相 談 時 間

4,999件
4,091件
2,106時間36分 受信累計 1 , 3 0 0 , 4 3 5 件

令和５年５月～令和５年７月奈良　３５局１０００番の受信状況
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第19回 チャリティバザーチャリティバザー
日時　11月19日（日）10：00～15：00
場所　NID会館１F エントランス及び駐車場

　とれたて野菜、手作り日用品など多数出
品します。ミニコンサートもあります。
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どのような「孤独・孤立」の状況があるのか

最近増えているのは「介護」の問題です。90歳を超える

高齢の親の世話をしている相談者も高齢で、自分も病気を

持っていたり、介護離職や定年退職で社会との関係も無く

なってきて、相談者の子どもは遠くへ離れていて助けになら

ない。まるで檻に入れられているかのような孤独感で電話を

かけてこられ、自分の気持ちを話せる場所が一つだけあって

ホッとしたと言われる方もいます。やがて親が亡くなると、

介護を担っていた人がひとりぼっちで残される。親の年金で

生活していたという人もなかにはいますが、親に死なれて寂

しくてどうしようもない孤独と孤立のなかで、いったい自分

奈良いのちの電話に寄せられる相談をみていると、少し先

の世の中で社会問題になっていくであろうと思われる課題が

みえてくることがある。2022年度事業報告書の相談概況で

「孤独・孤立」の相談を取りあげて詳しく解説されている

が、コロナ禍を経て自殺を図る人が再び増えている状況が懸

念されるなか、相談内容を把握するグループと広報ワーキン

ググループとで、さらに掘り下げて考える機会を持った。一

人ひとりの相談者に寄り添い支えることの大切さとともに、

自らは声をあげづらい人たちの代弁者として、相談から見え

てくる課題を社会に発信していくことも私たちの大切な役割

であることを確認し合った。

「孤独・孤立」を訴える相談が増えている

「孤独」と「孤立」は厳密には意味が異なります。「孤

独」という言葉は、孤独を愛する、孤独の中で自己を深める

など良い意味で使われることもありますが、相談の場では

必ずしも使い分けされていないことが多いので、「孤独・孤

立」とまとめて話をします。いのちの電話にかかってくる相

談は、相談の主訴が家族との関係や病気のことであっても、

根底には「孤独・孤立」があるものがほとんどだと考えてい

ます。相談者は「さびしい」とか「ひとりぼっち」などとい

う言葉で表現されることが多いです。家族からの孤立、社会

からの孤立で、人との温かい言葉や交流を求めているにも関

わらず、そういうものから引き離されて、まるで荒野の中に

ポツンと一人でいるような深い寂寥感を訴えてこられます。

相談の中で「孤独・孤立」を訴える男性の割合は、社会で

「自己責任」ということがしきりに言われるようになってか

ら増えており、ここ10年で30代以下と50代は２倍ほど増

えています。女性は「コロナ禍」になってから、30代以下

と70代以上で増えています。個人の心の問題として捉える

だけではなく、社会の問題として捉えることも必要だと感じ

ています。
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「孤独・孤立」の相談から 
～いのちの電話の役割を考える～
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は何のために生きてきたんだろう、これからどうやって生き

ていったらいいんだろうと、もう完全に生きる意味の喪失に

つながってしまうようです。

40代で多いのは、いわゆる「ロストジェネレーション世

代」で就職氷河期に就職活動をした世代の人たちが、自分の

思い描いていた人生を歩めず苦しんでいる問題です。就職氷

河期には、学校を卒業するのに就職が決まらず親に責められ

てつらいという電話もたくさん受けました。そして正社員に

なれないまま40～50代となり、社会の中でポツンと自分

だけ孤立させられている、自分は何のために生まれてきたん

だろうという根本的な問いに直面してしまっているのです。

「精神の病」を抱えている人からの相談では、病気の苦し

さを訴えてこられるのもありますが、病気のせいで家族関係

やいろんな人間関係から孤立せざるを得ない状況にいるつら

さを訴えてこられるものも多いです。家に一人でいて、調子

が悪くなった時に、とにかく誰かに話を聴いてほしくて電話

をかけてこられる。病院では薬を出すことが治療の中心に

なっていて、一人の患者にあまり時間をかけられないので、

「しんどいときはいのちの電話に聴いてもらいなさい」と先

生に言われて電話してくる人もいます。自分の存在が社会か

らどう見られているかということにとても敏感になっていて

「こんな自分でも生きていていいのでしょうか」と何度も確

認してくる人も多いです。

またコロナ禍の影響で、失業したり、離れて暮らす家族や

友人と直接会って話せない状況が続いたことで、孤独感にさ

いなまれる人もいます。

人生設計が崩れた先に

自殺者が３万人を超えたとき、人生設計が思い描いていた

ようにいかなくなったという相談がたくさんありました。そ

の頃の理想的な人生設計は「学校卒業→就職→結婚→子ども

ができる→家を建てる→昇進する→子どもが結婚して孫がで

きる→親を見送る→退職→孫に囲まれて年金で余生を暮らす

→みんなに感謝されて人生を終える」というようなもので、

以前は割と多くの人が実現できたわけです。ところが就職難

や終身雇用制ではなくなったりして、どこかでうまくいかな

くなると、そのあとのプランが全部崩れてしまう。まして、

元々このような人生設計の枠に入れない状況からスタートし

た人が、一人で面倒を見ていた親に死なれるということにな

ると、耐えられないほどの打撃を受けることになるのでしょ

う。

社会の変化で生き方のモデルが見えない

これからは新卒一括採用ではなく中途でも正規採用される

のが普通の社会になるかもしれないけれど、あるいはもう正

規採用はない、結婚はもう求めるものではない、そういう時

代だという割り切りをして、これまでとは違う生き方をする

社会になっていくのかもしれません。規制緩和されたことで

いくらでも能力を活かせる社会になったようでも、たとえば

YouTuber になって稼げる人はごく一部でしかないのが現

状です。災害やコロナ禍のように、予想外のことでうまくい

かなくなることもあるかもしれません。

精神疾患の人への支援体制の充実を

精神疾患の人は、以前のような長期入院ではなく、今は一

定の治療が終ったら自宅で生活することになります。本来は

退院後も行政や地域で応援体制を作り、ケースワーカーや相

談員が話を聴くなどして自立できるように支援していく必要

があるのですが、医療費の削減や効率化のためにどんどんそ

の部分が削られて、支える家族の負担にもなっています。

共に生きる社会をめざして

相談を聴いていると、いわゆる「普通」からずれた人に対

する社会の空気がとても冷たいのを感じます。「自己責任」

ということがしきりに言われるようになった頃から、社会に

受け入れられていない人がここへ電話してくることが増えま

した。「こんなに社会に受け入れられてない人がいますよ」

そして「そんなふうに人を受け入れられない社会ってそれで

いいの？」ということを私たちいのちの電話は世の中に訴え

たいと思っています。

長年にわたり相談してこられている方々にとっては、いの

ちの電話が一つの拠りどころになっています。ここに電話を

かければ、自分の話を親身になって真剣に聴いてくれる人が

いる、電話を通してだけど傍にいて寄り添ってくれる人がい

るんだと実感できる場所なのです。つらいので今すぐ聴いて

ほしいのに、電話をかけてもかけてもなかなか繋がらなかっ

たという声もあります。より多くの電話をとれるように相談

員を増やす必要があると思っています。相談の質をあげる継

続的な研修を充実させることも必要です。そのためには資金

もさらに必要になります。

どんな人もみんなが安心して生きられる社会をめざして、

一人でも多くの皆様にこのいのちの電話の活動に関わってい

ただきたいと願っています。� （Ａ・Ｙ）
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令和５年７月６日、奈良県警察本部第一会議室において
「令和５年度 なら被害者支援ネットワーク総会」が開催さ
れた。ネットワークには３部会が置かれ、その中の少年被害
者支援専門部会は奈良いのちの電話協会の理事が会長を務め
ている。

最初に、なら被害者支援ネットワーク代表挨拶続いて役員
選出が行われた。規約第５条で再任を妨げないということで
北條正崇さんが引き続き代表となった。
審議事項として新規加盟団体として奈良少年院が紹介さ
れ、全会一致で了承された。第一部の総会は終了した。

第２部で少年犯罪被害当事者の会代表による武るり子さん
の「被害者になるってどんなこと？」という演題で特別講演
があった。
平成８年11月16歳の息子さんは同じ年齢の見知らぬ少
年たちに因縁をつけられ一方的な暴行で殺された。１年に
１回でいいから主役にしたい、それでないと忘れられてしま
う。話をするところはないかと探し回ったが日本のどこに
も見つからなかった。１年たってようやく４家族と知り合
い、少年犯罪被害者の会を立ち上げた。遺族の集まりの名前
を「WILL」と名付けホームページをオープンにした。その
後、若い学生さんたちから連絡があり、手伝ってくれるよう
になり、24年続けて来られたという。犯罪被害者として苦
しんできた感情をおろしていくのには人の理解が必要だっ
た。それはたくさんの人との関わりだったという武さんの言
葉が心に残った。� （Ｍ・Ｕ）

令和５年度なら被害者支援ネットワーク総会

相談員任用研修
•　３年ごとに気持ちを新たに　•

奈良いのちの電話協会では相談員の資質の向上と相談員同
士の親睦を深める目的で、相談経験３年ごとに研修委員会の
主催で任用研修を実施しています。
今年度は３年目の相談員対象研修は６月25日、「傾聴・
助言・対話について」阿部　昇先生、６年目対象研修は６
月11日「相談員としての基本的態度の確認」前田　泰宏先
生、９年目対象研修は７月17日「聴くとはどういうこと
か」渡邉　登至明先生で
実施しました。３つの研
修はすべて当協会の資金
会員である信貴山玉蔵院
をお借りしました。非日
常の空間で、相談員の基
本の振り返りや同期の相
談員同士のフリートーク
などを通じて、相談を続けていくためのエネルギーが参加相
談員全員に充填されたと感じています。
これらの３年ごとの研修を終えると、12年目以上の相談
員は個別研修としてスーパービジョンを受けていくことにな
ります。３年ごとの研修は相談員である限り継続して受講を
することとなっています。� （K・M）

（玉蔵院HPより）

••••••••••••

多様性の時代に
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～ つながって歩むこと ～

� 帝塚山大学　学長　奥村　由美子

私の専門分野は老年臨床心理学です。国公立病院の認知

症専門外来で、心理専門職として認知症の当事者やそのご

家族にかかわる中で、主に「回想法」という記憶を媒介と

して心理的安定を促すアプローチを実践し、その研究にも

取り組んできました。2012年に帝塚山大学心理学部に着

任し、今年度４月からは学長として大学運営に携わってい

ます。これまでを振り返りますと、様々な「つながり」を

大切にしてきました。今回は、認知症ケアにおける「つな

がり」について考えてみたいと思います。

人は、様々な機能をもち、その機能がそれぞれに働き、

そして、つながって、その人なりの日常生活が構成されま

すが、認知症の場合にはその機能が低下し、自分だけでは

持てる力を上手く発揮しにくくなることがあります。

認知症の症状は多くの場合に、認知機能障害を中心とす

る中核症状と、精神症状や行動障害等の周辺症状に分類さ

れ、後者は「認知症の行動・心理症状（Behavioral and 

Psychological symptoms of Dementia：BPSD）」

と呼ばれています。BPSDは認知症を有する誰にも一様

にあらわれるわけではありません。身体の状態や生活環境

等が相互に関連して起こることが多く、認知症の程度や疾

患による違いもみられ、家族等との関係性の障害につなが

ることもあります。認知症による症状として理解すること

に加えて、今ここに存在する一人ひとりの思いのあらわれ

としてもとらえ、その時々に、その人にとって心地よい環

境で過ごせているのかどうかに目を向け、場合によって

は、長い人生史からも理解を深めてみる意義は大きいと考

えられます。

認知症ケアでは、その人自身の視点やあり方を大切に

し、そして、地域や社会の中で、家族や親類、友人、近

隣、専門職等、様々な関係性でのかかわりをつなげ、共に

歩むことを大切にします。人と人とのかかわりの中にある

認知症ケアは、フォーマルな連携とともに、様々な時点

での、時には何気ない瞬間をも含めての、まさに「連携」

「つながり」の連続です。私たちそれぞれが、その時々に

果たせる役割を見つけて、大切につないでいければと思っ

ています。


